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要旨
伊勢湾最湾奥に位置する名古屋港ガーデンふ頭において2010年から2023年までに採集された十脚目
甲殻類の標本から，抱卵亜目のコエビ下目2種，異尾下目3種，短尾下目3種の計8種が新たに確認され
た．1992年以降の調査で名古屋港ガーデンふ頭にて確認された十脚目甲殻類は計33種（根鰓亜目5種，
抱卵亜目コエビ下目 8 種，アナジャコ下目 1種，異尾下目3種，短尾下目16種）となった．

A survey of decapod crustaceans was conducted from 2010 to 2023 at the Port of Nagoya Garden Pier, located 

at the far end of Ise Bay, Japan. In this study, a total of eight species were identified, comprising two carideans, 

three anomurans, and three brachyurans. Since 1992, a total number of 33 species of decapod crustaceans have 

been recorded at the Port of Nagoya Garden Pier, including five species of dendrobranchiates, eight carideans, one 

gebiidean, three anomurans, and 16 brachyurans.

序文
名古屋港ガーデンふ頭（以降ガーデンふ頭）は伊勢湾
最奥部の名古屋港内においても最も奥部に位置し（中
嶋・春日井，2022: 図1），埋め立てにより水際は人工的
に整備されている．名古屋港水族館では開館した1992

年以降，ガーデンふ頭で確認された水棲生物について標
本を基に記録し，十脚目甲殻類（中嶋・春日井，2022），
軟体動物（中嶋ほか，2023），魚類（春日井・中嶋，
2024）に関してこれまで報告してきた．本稿では十脚目
甲殻類について中嶋・春日井（2022）に未掲載種の標本

を記載し，新たに確認された8種に関する知見やガーデ
ンふ頭での出現状況を報告する．

材料および方法
愛知県名古屋市港区港町のガーデンふ頭（35°9′17″N； 

136°88′0″E）にて2010年から2023年までに採集された
十脚目甲殻類について調査を行った．採集は岸壁から手
網や徒手およびカゴ（市販品：カニかご（45× 60×
20 cm），網かご（27×27×40 cm））などのトラップを
用いた．採集された個体は冷却・冷凍後に解凍し，
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5-10％中性ホルマリンまたは70-80％エタノールにて液
浸標本にした．標本はノギスを用いて10分の1 mmの精
度で，コエビ類は甲長（CL：眼窩後縁から頭胸甲後縁
までを計測），異尾類は前甲長（SL），短尾類は最大甲
長（CL）と最大甲幅（CW）を測定した．雌雄判別およ
び抱卵を確認できたものはその旨を記載した．これらの
標本は登録番号（名古屋港水族館節足動物類資料の略号
であるPNPA-Arに続く数字）を付して収蔵した．種の
同定は林（1992），Komai and Imahuku (1996), Keenan et 

al. (1998), 林（2000），Komai (2000), Komai and Mishima 

(2003), 三浦（2008），村岡（1979），豊田ほか（2019）
などを参考にした．標準和名ならびに学名については
WoRMS Editorial Board (2024) に準拠し，記載順序はDe 

Grave et al. (2009) およびDe Grave et al. (2014) に従った． 

結果
本調査にてガーデンふ頭で採集され標本で確認できた
十脚目甲殻類は，以下に示す抱卵亜目のコエビ下目2種，
異尾下目3種，短尾下目3種の計8種であった．

抱卵亜目　Pleocyemata 

コエビ下目　Caridea 

テナガエビ科　Palaemonidae

1．スジエビモドキ
　 Palaemon serrifer (Stimpson, 1860)

標本：PNPA-Ar01060，3個体，抱卵雌，CL: 7.6 mm（図
1-1），CL: 5.2-6.2 mm， 2022年6月12日．
本種はインド洋から西太平洋の沿岸岩礁域に生息する
普通種とされるが（林，2000），ガーデンふ頭で見られ
るコエビ類の多くはユビナガスジエビP. macrodactylus  

Rathbun, 1902 で（中嶋・春日井，2022），本種は稀に見
られる程度である．手網で採集された．

Thoridae

2．アシナガモエビ
　 Heptacarpus rectirostris (Stimpson, 1860)

標本：PNPA-Ar01062，1個体，CL: 2.0 mm，2022年6月
2日（図1-2）．
函館湾から南九州沿岸に分布する（三宅，1982）．形
態がよく似ている同属のアシナガモエビモドキH. 

futilirostris (Spence Bate, 1888) とは第1・5歩脚長節の棘
の有無や本数で区別される（林，1992）．ガーデンふ頭
での本種の確認は標本個体のみである．トラップ（カゴ）
にて採集された．

異尾下目　Anomura

ホンヤドカリ科　Paguridae

3．ケアシホンヤドカリ
　 Pagurus lanuginosus De Haan, 1849

標本：PNPA-Ar01066，1個体，SL: 1.7 mm，2022年 5月
3日；PNPA-Ar01061，1個体，SL: 1.6 mm，2023年5月5

日（図1-3）．
北海道南部から九州，朝鮮半島，シベリアの日本海側

沿岸に分布し，潮間帯から潮下帯に生息する (Komai and 

Imahuku, 1996)．本種の鉗脚と歩脚には暗褐色の斑点が
散在するため，類似種のホシゾラホンヤドカリ P. 

maculosus Komai & Imafuku, 1996（同淡青色または淡紫
色）と区別できる (Komai and Imahuku, 1996)．本種はト
ラップ（カゴ）で採集された．標本個体の宿貝はすべて
ムギガイMitrella bicincta (A. Gould, 1860) であった．

4．ユビナガホンヤドカリ
　 Pagurus minutus Hess, 1865

標本：PNPA-Ar01065，1個体，SL: 3.1 mm，2010年 6月
25日（図1-4）．
東アジア温帯海域の干潟に広く生息する (Komai and 

Mishima, 2003)．長年本種の学名はP. dubius (Ortmann, 

1892) とされていたが，Komai and Mishima (2003) の再検
討によりP. minutusのへ改められた．標本個体はガーデ
ンふ頭西側の中川運河に面した石積で徒手にて採集さ
れ，タマキビLittorina brevicula (R. A. Philippi, 1844) を宿
貝としていた．ガーデンふ頭では稀に見られる．

5．イクビホンヤドカリ
　 Pagurus proximus Komai, 2000

標本：PNPA-Ar01064，2個体，SL: 1.9-2.1 mm，2022年
5月3日；PNPA-Ar01067，1個体，SL: 2.3 mm，2022年6

月2日（図1-5）．
日本海，ピョートル大帝湾，北海道南部から駿河湾ま

での太平洋沿岸，大阪府，広島県の潮間帯から水深155 
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mまで報告されている（Komatsu and Komai, 2009；山田，
2022；吉郷，2022）．伊勢湾内においては標本に基づく
本種の記録は確認できず，本調査が初めての記録とな
る．標本個体の宿貝はすべてムギガイM. bicinctaであっ
た．トラップ（カゴ）で採集された．

短尾下目　Brachyura 

ガザミ /ワタリガニ科　Portunidae

6．トゲノコギリガザミ
　 Scylla paramamosain Estampador, 1950

標本：PNPA-Ar01058，1個体，雄，CL: 105.0 mm，CW: 

155.0 mm，2021年10月2日（図1-6）．
日本，中国，台湾，インドネシア，カンボジアなどに
分布する（大城・今井，2003）．前額突起や鉗脚の腕節
外側2歯の形状および生時の体色（Keenan et al., 1998；
三浦，2008）から本種と同定した．ノコギリガザミ属
ScyllaはKeenan et al. (1998) によって4種に分類され，内
3種が日本に生息している（大城・今井，2003；阪地・
伏屋，2015）．また，浜名湖では「ドウマン」とも呼ばれ，
重要な水産資源となっている（山川・鈴木，1985）．ト
ゲノコギリガザミとしての報告は，愛知県内では矢作川
河口干潟において報告されている（浅香・鳥居，2011）．
標本個体は台風通過後の強風による苦潮（青潮）発生時
に，水面付近の壁面で手網にて採集された．ガーデンふ
頭周辺では，苦潮（青潮）発生時を中心に時折採集され
ている．

ベンケイガニ科　Sesarmidae

7．クシテガニ
　 Parasesarma affine (De Haan, 1837)

標 本：PNPA-Ar01057，1個 体， 雌，CL: 8.3 mm，CW: 

11.4 mm，2021年9月26日（図1-7）．
千葉県から九州南部，台湾，香港までの中国沿岸に分
布する（豊田ほか，2019）．本種は「オオユビアカベン
ケイガニ」と表記されることもあるが，山本ほか（2007）
は和名の経緯を考証し，三宅（1983）に従い「クシテガ
ニ」としている．本稿でもこれに準じた．また本種は ,

可動指上面の結節状顆粒の数と雄の第一性殖肢の構造に
よりP. plicatum (Latreille, 1806) からP. affineに改められ
ている (Rahayu and Ng, 2010)．標本個体は水面直下に設

置していた付着基盤より採集された．ガーデンふ頭での
本種の確認は標本個体のみである．名古屋市レッドデー
タブック2025では，準絶滅危惧（NT）に評価されてい
る（名古屋市，印刷中）．

カクレガニ科　Pinnotheridae

8．ラスバンマメガニ
　 Pinnixa rathbuni Sakai, 1934

標本：PNPA-Ar01063，1個体，CL: 2.3 mm，CW: 2.7 mm， 
2022年2月2日（図1-8）．
陸奥湾から瀬戸内海にかけての各地沿岸に分布し，海

底での群生（酒井，1976）や海面での群泳ならびにフサ
ゴカイ類への寄寓などの生態が報告されている（伊藤．
2014）．伊勢湾にて本種のゾエアおよびメガロパ期幼生
は11月から2月のプランクトンサンプル中に多数確認さ
れている (Sekiguchi, 1977)．標本個体はメガロパ期幼生
で手網にて採集された． 

考察
ガーデンふ頭においてヤドカリ類は稀にユビナガホン

ヤドカリが確認されるだけだったが，2022年以降ケア
シホンヤドカリとイクビホンヤドカリが確認されるよう
になった．しかし後者2種は体サイズから推定して着底
後数ヵ月程度の個体であり，5～6月前後にのみ確認さ
れた．ヤドカリ類が利用する貝殻の量はヤドカリ類の個
体群サイズや成長，繁殖に影響を与えているが（朝倉，
2001），ガーデンふ頭に生息しヤドカリ類が利用できる
と思われる巻貝類は5種のみでその生息数も限られてい
る（中嶋ほか，2023）．巻貝類の貝殻の量は，ガーデン
ふ頭においてもヤドカリ類の生息を制限する要因となっ
ていると思われる．加えて夏季から秋季を中心に名古屋
港内の底層付近は低酸素状態となり（名古屋港管理組
合，2024），このこともガーデンふ頭でのヤドカリ類の
生息を困難にしていると推察される．
トゲノコギリガザミは底層付近の低酸素状態に起因す

る苦潮（青潮）発生時に採集された．ガーデンふ頭にお
いては，十脚目甲殻類だけでなく，多くの生物が苦潮
（青潮）の影響を受けている（中嶋・春日井，2022；中
嶋ほか，2023；春日井・中嶋，2024）．多様な生物がよ
り多く生息できるようにするためには，今後も水質など
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図1．名古屋港ガーデンふ頭で採集された十脚目甲殻類
1．スジエビモドキ　Palaemon serrifer：PNPA-Ar01060，CL: 7.6 mm．
2．アシナガモエビ　Heptacarpus rectirostris：PNPA-Ar01062，CL: 2.0 mm．
3．ケアシホンヤドカリ　Pagurus lanuginosus：PNPA-Ar01061，SL: 1.6 mm．
4．ユビナガホンヤドカリ　Pagurus minutus：PNPA-Ar01065，SL: 3.1 mm．※ホルマリン液浸
5．イクビホンヤドカリ　Pagurus proximus：PNPA-Ar01067，SL: 2.3 mm．
6．トゲノコギリガザミ　Scylla paramamosain：PNPA-Ar01058，CL: 105.0 mm，CW: 155.0 mm．
7．クシテガニ　Parasesarma affine：PNPA-Ar01057，CL: 8.3 mm，CW: 11.4 mm．
8．ラスバンマメガニ　Pinnixa rathbuni：PNPA-Ar01063，CL: 2.3 mm，CW: 2.7 mm．※エタノール液浸 
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を改善する必要がある．
クシテガニは河口のヨシ原や干潟の奥部に生息するが

（豊田ほか，2019），本調査では水面直下に設置していた
付着基盤から採集された．過去に同じベンケイガニ科の
アカテガニChiromantes haematocheir (De Haan, 1833) 1個
体が水際に隣接する路上で採集されている（中嶋・春日
井，2022）．1992年の調査開始以来，ガーデンふ頭にお
いてベンケイガニ科のカニ類が確認されたのはこれら2

件のみである．
トゲノコギリガザミやクシテガニは全国的に個体数の
減少が懸念されている種であり（日本ベントス学会
（編）, 2012），アカテガニは名古屋市のレッドデータブッ
ク2025において絶滅危惧Ⅱ類（VU）に評価されている
（名古屋市，印刷中）．今後もこれらのカニ類の出現状況
を注視していきたい．

1992年以降の調査で名古屋港ガーデンふ頭にて確認
された十脚目甲殻類は，中嶋・春日井（2022）で確認さ
れた25種に本稿の結果を加え，計33種（根鰓亜目クル
マエビ上科 3 種，サクラエビ上科 2 種，抱卵亜目コエビ
下目 8 種，アナジャコ下目 1種，異尾下目3種，短尾下
目16種）となった（表1）． 
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表1.  名古屋港ガーデンふ頭で1992～2023年に確認された十脚目甲殻類リスト

No. 分類 種名 学名 本稿
中嶋・
春日井
（2022）

名古屋市
（2025）

1 根鰓亜目 クルマエビ上科 クルマエビ科 ヨシエビ Metapenaeus ensis （De Haan, 1844） ●

2 シバエビ Metapenaeus joyneri （Miers, 1880） ●

3 ウシエビ Penaeus monodon Fabricius, 1798 ●

4 サクラエビ上科 ユメエビ科 キシユメエビ Belzebub hanseni （Nobili, 1906） ●

5 サクラエビ科 アキアミ Acetes japonicus Kishinouye, 1905 ●

6 抱卵亜目 コエビ下目 テナガエビ科 テナガエビ Macrobrachium nipponense （De Haan, 1849） ●

7 ユビナガスジエビ Palaemon macrodactylus Rathbun, 1902 ●

8 シラタエビ Palaemon orientis Holthuis, 1950 ●

9 アシナガスジエビ Palaemon ortmanni Rathbun, 1902 ●

10 スジエビモドキ Palaemon serrifer （Stimpson, 1860） ●

11 Lysmatidae アカシマモエビ Lysmata vittata （Stimpson, 1860） ●

12 Thoridae アシナガモエビ Heptacarpus rectirostris （Stimpson, 1860） ●

13 エビジャコ科 ウリタエビジャコ Crangon uritai Hayashi & J.N. Kim, 1999 ●

14 アナジャコ下目 アナジャコ科 アナジャコ科 sp. Upogebiidae sp. ●

15 異尾下目 ホンヤドカリ科 ケアシホンヤドカリ Pagurus lanuginosus De Haan, 1849 ●

16 ユビナガホンヤドカリ Pagurus minutus Hess, 1865 ●

17 イクビホンヤドカリ Pagurus proximus Komai, 2000 ●

18 短尾下目 イチョウガニ科 イボイチョウガニ Romaleon gibbosulum （De Haan, 1835） ●

19 Inachoididae イッカククモガニ* Pyromaia tuberculata （Lockington, 1877） ●

20 Carcinidae チチュウカイミドリガニ* Carcinus aestuarii Nardo, 1847 ●

21 ガザミ／ワタリガニ科 トゲノコギリガザミ Scylla paramamosain Estampador, 1950 ●

22 タイワンガザミ Portunus pelagicus （Linnaeus, 1758） ●

23 ガザミ Portunus trituberculatus （Miers, 1876） ●

24 イシガニ Charybdis （Charybdis） japonica
（A. Milne-Edwards, 1861） ●

25 Panopeidae ハクライオウギガニ* Acantholobulus pacificus （Edmondson, 1931） ●

26 ミナトオウギガニ* Rhithropanopeus harrisii （Gould, 1841） ●

27 ベンケイガニ科 アカテガニ Chiromantes haematocheir （De Haan, 1833） ● VU

28 クシテガニ Parasesarma affine （De Haan, 1837） ● NT

29 モクズガニ科 モクズガニ Eriocheir japonica （De Haan, 1835） ● NT

30 イソガニ Hemigrapsus sanguineus （De Haan, 1835） ●

31 ヒメケフサイソガニ Hemigrapsus sinensis Rathbun, 1931 ●

32 タカノケフサイソガニ Hemigrapsus takanoi Asakura & Watanabe, 2005 ●

33 カクレガニ科 ラスバンマメガニ Pinnixa rathbuni Sakai, 1934 ●

*：外来種，VU：絶滅危惧Ⅱ類，NT：準絶滅危惧．
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